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平素より弊社をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

現在、報道等で取り上げられておりますプログラミング言語「PHP」の重大な脆弱性につき

まして、弊社ではシステム保守会社および関連サービス提供会社と連携し、弊社システムへ

の影響調査を実施いたしました。 

 

その結果、弊社ホームページ、WEB 申込システム、WEB 解約手続きシステムおよび保険契

約管理システムをはじめとする各種システムについて、必要な対策を既に実施しており、今

回の脆弱性による影響がないことを確認いたしました。 

 

また、2026 年 10 月 22 日時点において、本件に関連する不正アクセスやお客様の個人情報

の漏えい等の事象は確認されておりません。 

弊社ホームページおよび各種 WEB サービスは、引き続き通常どおりご利用いただけます。 

 

弊社では、お客様の大切な個人情報をお預かりする保険会社として、情報セキュリティの確

保を重要な責務と認識しております。 

今後も関係各社と連携し、最新のセキュリティ情報の収集および必要な対策を継続するこ

とで、お客様に安心してご利用いただけるサービス環境の維持に努めてまいります。 

 

引き続き弊社をご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

以上 


